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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成23年６月30日に提出した第87期（自　平成22年１月１日　至　平成23年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一部

に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

注記事項

（連結損益計算書関係）

（有価証券関係）

関連当事者情報

２　財務諸表等

(1）財務諸表

注記事項

（損益計算書関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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第一部【企業情報】

第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結損益計算書関係）

　　（訂正前）

前連結会計年度
（自　平成21年１月１日
至　平成21年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　（省略） ※１　（省略）

※２　（省略） ※２　（省略）

※３　減損損失 ※３　減損損失

当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。

当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。
 

用途 種類 場所

事業用資産
土地、機械装置
及び運搬具等

大阪府大阪市
他３件

賃貸用資産 土地
三重県津市
他１件

遊休資産
土地及び電話加
入権

山梨県甲府市
他15件

その他 のれん －

　

 

用途 種類 場所

事業用資産
機械装置及び
リース資産等

岡山県岡山市
他７件

賃貸用資産 土地
新潟県上越市
他１件

遊休資産 建物及び土地等
宮城県仙台市
他17件

　

当社グループは、継続的に損益の把握を実施して

いる単位を基礎にグルーピングを実施しておりま

す。具体的には、事業用資産は管理会計上の区分

に基づいた地域別に、賃貸用資産、遊休資産及び

のれんは個々の資産ごとに資産のグルーピングを

行なっております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（1,875百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、土地1,275百万円、機械装置

及び運搬具506百万円、のれん７百万円、その他

86百万円であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、正味売却価額は、主として公

示価額を基準として評価しております。

また、のれんについては当初想定された事業環境

が変化したことに伴い、減損損失として全額を特

別損失に計上しております。

当社グループは、継続的に損益の把握を実施して

いる単位を基礎にグルーピングを実施しておりま

す。具体的には、事業用資産は管理会計上の区分

に基づいた地域別に、賃貸用資産、遊休資産及び

のれんは個々の資産ごとに資産のグルーピングを

行なっております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（3,125百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、土地1,258百万円、機械装置

及び運搬具452百万円、建物及び構築物406百万

円、その他1,008百万円であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額又

は使用価値により測定しており、正味売却価額

は、主として公示価額を基準として評価し、使用

価値については将来キャッシュ・フローを2.4％

で割り引いて算出しております。

────── ※４　（省略）
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　　（訂正後）

前連結会計年度
（自　平成21年１月１日
至　平成21年12月31日）

当連結会計年度
（自　平成22年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　（省略） ※１　（省略）

※２　（省略） ※２　（省略）

※３　減損損失 ※３　減損損失

当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。

当連結会計年度において、当社グループは以下の

資産グループについて減損損失を計上しておりま

す。
 

用途 種類 場所

事業用資産
土地、機械装置
及び運搬具等

大阪府大阪市
他３件

賃貸用資産 土地
三重県津市
他１件

遊休資産
土地及び電話加
入権

山梨県甲府市
他15件

その他 のれん －

　

 

用途 種類 場所

事業用資産
機械装置及び
リース資産等

岡山県岡山市
他７件

賃貸用資産 土地
新潟県上越市
他１件

遊休資産 建物及び土地等
宮城県仙台市
他17件

　

当社グループは、継続的に損益の把握を実施して

いる単位を基礎にグルーピングを実施しておりま

す。具体的には、事業用資産は管理会計上の区分

に基づいた地域別に、賃貸用資産、遊休資産及び

のれんは個々の資産ごとに資産のグルーピングを

行なっております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（1,875百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、事業用資産1,267百万円

（内、土地691百万円、機械装置及び運搬具506百

万円及びその他70百万円）、賃貸用資産147百万

円（土地147百万円）、遊休資産453百万円（内、

土地437百万円、電話加入権14百万円及びその他

１百万円）、その他７百万円（のれん７百万円）

であります。

なお、当該資産の回収可能価格は正味売却価額に

より測定しており、主として公示価格を基準とし

て評価し、算出しております。

また、のれんについては当初想定された事業環境

が変化したことに伴い、減損損失として全額を特

別損失に計上しております。

当社グループは、継続的に損益の把握を実施して

いる単位を基礎にグルーピングを実施しておりま

す。具体的には、事業用資産は管理会計上の区分

に基づいた地域別に、賃貸用資産、遊休資産及び

のれんは個々の資産ごとに資産のグルーピングを

行なっております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（3,125百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、事業用資産2,038百万円

（内、リース資産965百万円、機械装置429百万円

及びその他644百万円）、賃貸用資産４百万円

（土地４百万円）、遊休資産1,083百万円（内、

土地935百万円、建物144百万円及びその他３百万

円）であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、主として公示価格を基準とし

て評価し、算出しております。

────── ※４　（省略）

 

EDINET提出書類

三菱食品株式会社(E02558)

訂正有価証券報告書

4/9



（有価証券関係）

　　（訂正前）

前連結会計年度

 

（省略）

 

３　時価のない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成21年12月31日）

その他有価証券  

(1）非上場株式 1,699百万円

(2）譲渡性預金 39,600百万円

合計 41,299百万円

 

（省略）

 

当連結会計年度

１．その他有価証券（平成23年３月31日）

区分
連結貸借対照表計上額

（百万円）
取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

   

(1）株式 6,295 4,433 1,862

(2）債券    

社債 － － －

(3）その他 － － －

小計 6,295 4,433 1,862

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

   

(1）株式 6,321 8,641 △2,319

(2）債券    

社債 － － －

(3）その他    

（譲渡性預金） 5,600 5,600 －

小計 11,921 14,241 △2,319

合計 18,217 18,674 △457

　（注）　非上場株式（連結貸借対照表計上額　2,226百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困

難と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（省略）
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　　（訂正後）

前連結会計年度

 

（省略）

 

３　時価のない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成21年12月31日）

その他有価証券  

(1）非上場株式及び債券 1,699百万円

(2）譲渡性預金 39,600百万円

合計 41,299百万円

 

（省略）

 

当連結会計年度

１．その他有価証券（平成23年３月31日）

区分
連結貸借対照表計上額

（百万円）
取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

   

(1）株式 6,295 4,433 1,862

(2）債券    

社債 － － －

(3）その他 － － －

小計 6,295 4,433 1,862

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

   

(1）株式 6,321 8,641 △2,319

(2）債券    

社債 － － －

(3）その他    

（譲渡性預金） 5,600 5,600 －

小計 11,921 14,241 △2,319

合計 18,217 18,674 △457

　（注）　非上場株式及び債券（連結貸借対照表計上額　2,122百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが

極めて困難と認められることから、上記の「その他有価証券」には含めておりません。

 

（省略）
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【関連当事者情報】

　　（訂正前）

前連結会計年度（自　平成21年１月１日　至　平成21年12月31日）

 

（省略）

 

当連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成23年３月31日）

１．関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(1）連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社の場合に限る。）等

 

（省略）

 

(2）連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

同一の親会
社を持つ会
社

三菱商事フィ
ナンシャル
サービス㈱

東京都
千代田区

2,680
業務受託
会社

－
当社の資金
貸付先

資金の貸付 －
短期貸付金 35,800

受取利息 31

　（注）　取引条件及び取引条件の決定方針等

資金の貸付については、市場金利を勘案して利息を合理的に決定しております。

 

（省略）

 

　　（訂正後）

前連結会計年度（自　平成21年１月１日　至　平成21年12月31日）

 

（省略）

 

当連結会計年度（自　平成22年１月１日　至　平成23年３月31日）

１．関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(1）連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社の場合に限る。）等

 

（省略）

 

(2）連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
（百万円）

事業の内
容又は職
業

議決権等
の所有
（被所
有）割合
（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

同一の親会
社を持つ会
社

三菱商事フィ
ナンシャル
サービス㈱

東京都
千代田区

2,680
業務受託
会社

－
当社の資金
貸付先

資金の貸付 35,800
短期貸付金 35,800

受取利息 31

　（注）　取引条件及び取引条件の決定方針等

資金の貸付については、市場金利を勘案して利息を合理的に決定しており、取引金額については資金の貸付残高の

純増減額を記載しております。

 

（省略）
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（損益計算書関係）

　　（訂正前）

前事業年度
（自　平成21年１月１日
至　平成21年12月31日）

当事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　（省略） ※１　（省略）

※２　（省略） ※２　（省略）

※３　減損損失 ※３　減損損失

当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について減損損失を計上しております。

当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について減損損失を計上しております。
 

用途 種類 場所

事業用資産
土地、機械装置
及び運搬具等

大阪府大阪市
他２件

賃貸用資産 土地 三重県津市

遊休資産 土地
岩手県紫波郡
他４件

　

 

用途 種類 場所

事業用資産
機械装置及び
リース資産等

岡山県岡山市
他４件

遊休資産 土地及び建物等
宮城県仙台市
他６件

　

当社は、継続的に損益の把握を実施している単位

を基礎にグルーピングを実施しております。具体

的には、事業用資産は管理会計上の区分に基づい

た地域別に、賃貸用資産及び遊休資産は個々の資

産ごとに資産のグルーピングを行っております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（1,666百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、土地889百万円、リース資産

705百万円、その他71百万円であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、正味売却価額は、主として公

示価額を基準として評価しております。

当社は、継続的に損益の把握を実施している単位

を基礎にグルーピングを実施しております。具体

的には、事業用資産は管理会計上の区分に基づい

た地域別に、賃貸用資産及び遊休資産は個々の資

産ごとに資産のグルーピングを行っております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（2,321百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、土地409百万円、リース資産

1,601百万円、その他310百万円であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、正味売却価額は、主として公

示価額を基準として評価しております。

────── ※４　（省略）
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　　（訂正後）

前事業年度
（自　平成21年１月１日
至　平成21年12月31日）

当事業年度
（自　平成22年１月１日
至　平成23年３月31日）

※１　（省略） ※１　（省略）

※２　（省略） ※２　（省略）

※３　減損損失 ※３　減損損失

当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について減損損失を計上しております。

当事業年度において、当社は以下の資産グループ

について減損損失を計上しております。
 

用途 種類 場所

事業用資産
土地及びリース
資産等

大阪府大阪市
他２件

賃貸用資産 土地 三重県津市

遊休資産 土地
岩手県紫波郡
他４件

　

 

用途 種類 場所

事業用資産
機械装置及び
リース資産等

岡山県岡山市
他４件

遊休資産 土地及び建物等
宮城県仙台市
他６件

　

当社は、継続的に損益の把握を実施している単位

を基礎にグルーピングを実施しております。具体

的には、事業用資産は管理会計上の区分に基づい

た地域別に、賃貸用資産及び遊休資産は個々の資

産ごとに資産のグルーピングを行っております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（1,666百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、事業用資産1,455百万円

（内、土地680百万円、リース資産703百万円及び

その他71百万円）、賃貸用資産144百万円（土地

144百万円）、遊休資産66百万円（内、土地64百

万円及びその他１百万円）であります。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、主として公示価格を基準とし

て評価し、算出しております。

当社は、継続的に損益の把握を実施している単位

を基礎にグルーピングを実施しております。具体

的には、事業用資産は管理会計上の区分に基づい

た地域別に、賃貸用資産及び遊休資産は個々の資

産ごとに資産のグルーピングを行っております。

時価の著しい下落又は営業損益が悪化している資

産グループについては、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失（2,321百万

円）として特別損失に計上しております。

減損損失の内訳は、事業用資産1,787百万円

（内、リース資産1,601百万円及びその他185百万

円）、遊休資産534百万円（内、土地409百万円、

建物124百万円及びその他０百万円）でありま

す。

なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額に

より測定しており、主として公示価格を基準とし

て評価し、算出しております。

────── ※４　（省略）
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